
講
座
や

展
示
会
な
ど

写真で語る昔の
　
労
働
保
険
と
は
、
労
働
者
の
生
活

の
安
定
や
福
祉
の
増
進
な
ど
を
図
る

た
め
、
国
が
直
接
、
管
理
運
営
し
て

い
る
保
険
で
す
。
農
林
水
産
業
の
一

部
を
除
き
、
労
働
者
を
雇
用
す
る
事

業
者
は
、
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
、

労
働
保
険
の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
労
働
保
険
に
未
加
入
の

事
業
者
は
、
速
や
か
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
北
海
道
労
働
局
総
務

◎
記
念
式
典
　

日�

時
　
12
月
１
日
㈰
10
時
～
11
時

（
９
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）

会�

場
　
幌
別
東
小
学
校
体
育
館
（
幌

別
町
８
丁
目
16

－

１
）

◎
祝
賀
会
　

日�

時
　
12
月
１
日
㈰
13
時
～
15
時

（
12
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）

会�

場
　
鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
幌
別
町
３
丁
目
17

－

１
）

会
費
　
２
千
円

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
幌
別
東
小
学
校
清し

水み
ず

教
頭
（
☎
�
３
５
３
２
）

部
労
働
保
険
徴
収
課
（
☎
011

－

709

－

２
３
１
１
）
、
室
蘭
労
働
基
準

監
督
署
（
☎
�
６
１
３
１
）
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭
（
☎
�
８
６
８

９
）

　
法
務
局
は
、
女
性
の
人
権
に
つ
い

て
の
相
談
電
話
『
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
』
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

家
庭
内
暴
力
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
、
女
性
の
人
権
に

関
す
る
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
に
つ

　
交
通
事
故
や
飲
食
店
な
ど
で
の
食

中
毒
な
ど
、
第
三
者
（
加
害
者
）
の

い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

通�

常
の
受
付
時
間
　
月
～
金
曜
日
の

８
時
30
分
～
17
時
15
分

強�

化
期
間
中
の
受
付
時
間
　
11
月
18

日
㈪
～
22
日
㈮
８
時
30
分
～
19
時
、

23
日
㈯
・
24
日
㈰
10
時
～
17
時

相�

談
先
　
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
（
☎
０
５
７
０

－
070

－

810
）

行
為
に
よ
っ
て
け
が
や
病
気
に
な
っ

た
と
き
、
治
療
費
は
加
害
者
が
全
額

負
担
す
る
の
が
原
則
で
す
が
、
被
保

険
者
証
を
使
っ
て
受
診
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
医
療
機
関
に
は
、
第
三
者
行
為
に

よ
る
け
が
な
ど
の
受
診
で
あ
る
こ
と

を
伝
え
、
交
通
事
故
の
と
き
は
、
必

ず
警
察
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
後
は
、
年
金
・
長
寿
医
療
グ

ル
ー
プ
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
年
金
・
長
寿
医
療
Ｇ

（
☎
�
２
１
３
７
）
、
北
海
道
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
☎
011

－

290

－

５
６
０
１
）

11
月
は
労
働
保
険
適
用

促
進
強
化
期
間
で
す

全
国
一
斉
『
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
』
強
化
週
間

第
三
者
の
行
為
に
よ
り

け
が
や
病
気
に
な
っ
た
と
き

～
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
～

第28回

▲�昭和36年に発生した水害後の小平岸橋の様
子

　
新
川
公
園
そ
ば
の
桜
新
橋
よ
り
も
少
し
上
流

側
に
あ
る
『
小
平
岸
橋
』
が
完
成
し
た
の
は
、

昭
和
37
年
11
月
30
日
。

　
昭
和
36
年
10
月
に
発
生
し
た
胆
振

幌
別
川
の
大
氾
濫
で
橋
脚
の
一
部
を

残
し
て
流
失
し
た
小
平
岸
橋
は
、
相

次
ぐ
台
風
の
襲
来
や
長
引
く
雨
に
よ

り
工
事
が
難
航
す
る
も
、
無
事
復
旧
。

15
年
後
の
昭
和
52
年
10
月
に
は
、
人

が
通
行
す
る
た
め
の
『
小
平
岸
歩
道

橋
』
が
建
設
さ
れ
、
現
在
の
姿
に
な

り
ま
し
た
。

　
な
お
、
桜
木
町
と
新
川
町
を
結
ぶ

小
平
岸
橋
が
、
地
域
の
方
に
『
一
本

橋
』
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
、
胆
振

幌
別
川
の
氾
濫
に
よ
り
幾
度
と
な
く

流
さ
れ
、
橋
の
代
わ
り
に
丸
太
一
本

を
渡
し
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
名
残

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

▶問い合わせ　市史編さんＧ（☎㊿６０３９）

日�

時
　
11
月
16
日
㈯
13
時
30
分
か
ら

15
時
ま
で
（
13
時
か
ら
受
け
付
け
）

場
所
　
市
民
会
館
２
階
中
ホ
ー
ル

講
師
　
弁
護
士
・
須す

田だ

布ふ

美み

子こ

さ
ん

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ

�

（
☎
�
２
１
３
９
）

　
６
月
22
日
㈯
～
30
日
㈰
ま
で
の
間

に
開
催
し
た
『
登
別
市
男
女
共
同
参

画
社
会
に
向
け
た
作
品
展
』
の
優
秀

作
品
46
点
の
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

日�

時
　
11
月
16
日
㈯
10
時
30
分
～
11

時
35
分
（
10
時
か
ら
受
け
付
け
）

場
所
　
市
民
会
館
２
階
中
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ

�
（
☎
�
２
１
３
９
）

幌
別
東
小
学
校

開
校
50
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
の

お
知
ら
せ

２
０
２
０
年
登
別
市
市
制
施
行
50
周
年
記
念

『
登
別
市
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ

ム
２
０
１
９
』
を
開
催
し
ま
す

『
登
別
市
男
女
共
同
参
画
社
会
に

向
け
た
作
品
展
』
の
表
彰
式

『小平岸橋』完成
　－昭和37年11月30日－
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